
　
10
月
１
日
、
瀬
戸
内
市
に
新

し
い
瀬
戸
内
市
民
病
院
が
開
院

し
ま
す
。

　
昭
和
27
年
９
月
に
邑
久
町
立

病
院
と
し
て
開
設
、
以
来
64
年

間
に
わ
た
り
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
形
で
、
診
療
科
や
病
床

数
に
つ
い
て
数
次
の
変
遷
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
20
年
４

月
に
は
牛
窓
分
院
の
病
床
数
を

集
約
し
、
一
般
病
床
数
１
１
０

床
の
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
人
口
約
３
万
８
千

人
、
高
齢
化
率
約
33
％
と
、
人

口
減
少
・
高
齢
化
傾
向
を
顕
著

に
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
病
院

は
市
内
唯
一
の
一
般
病
床
を
持

つ
救
急
医
療
施
設
と
し
て
、
手

術
に
も
積
極
的
に
対
応
。
在
宅

で
の
急
性
増
悪
や
、
高
度
急
性

期
病
院
か
ら
急
性
期
を
脱
し
た

症
例
の
受
け
皿
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
市
民
病
院
の
老
朽

化
な
ど
に
伴
い
、
市
民
病
院
の

あ
り
方
や
建
築
に
つ
い
て
、
数

年
間
に
わ
た
り
有
識
者
な
ど
で

討
議
し
、
そ
の
議
論
の
結
果
を

踏
ま
え
た
新
病
院
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
議
会
の
皆
さ
ん

に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
建
築

工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
や
ご
協
力
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
激
励
も
あ
り
、
こ
の
た

び
の
開
院
に
至
り
ま
し
た
。
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新
病
院
に
お
け
る
診
療
・
看

護
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

い
う
観
点
か
ら
は
、
現
在
の
救

急
医
療
に
加
え
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
新

規
導
入
な
ど
に
よ
り
検
査
機
能

を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
の
病
態
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
（
30

床
）
を
新
設
し
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
も
現
在
の
11
床
か
ら
16

床
に
増
床
し
ま
す
。
併
せ
て
患

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
特
別
室
を
増
設
す
る

な
ど
、
療
養
環
境
の
整
備
に
も

配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
外
来
部
門
は
こ
れ
ま
で
と
比

べ
、
一
段
と
明
る
く
広
く
機
能

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
も

現
状
フ
ロ
ア
面
積
の
２・
５
倍

に
拡
充
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空

間
の
中
で
、
身
体
の
状
況
に
合

わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
、
退
院
後
の

生
活
を
見
据
え
た
リ
ハ
ビ
リ
に

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
従
来
か
ら
行
っ
て

い
る
人
間
ド
ッ
ク
や
健
診
機
能

の
段
階
的
充
実
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
観

点
か
ら
は
、
業
務
の
効
率
化
と

医
療
質
の
向
上
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
開
院
と
同
時
に
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
機
能
で
あ
る

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
地
区
医
師
会
事
務
局
も
病
院

内
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り
も
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
は
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
健
康
を
応
援

し
な
が
ら
、
治
す
医
療
に
加
え

て
支
え
る
医
療
も
大
切
に
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
役
に
立
て

る
病
院
と
し
て
存
続
し
て
い
き

ま
す
。

・鉄筋コンクリート造・地上２階建て
　（一部３階建て、地下ピット有）高さ 13.35 ｍ

・敷地面積 16,529㎡　建築面積 4,457㎡
   延べ床面積　7,802.57㎡

・建築費約 24 億円

Setouchi City Hospital

平成 23 年 10 月　基本計画作成
平成 26 年  ３月　実施設計完了
　　　　   10 月　造成工事完了
平成 27 年  ３月　建築工事着工
平成 28 年  ６月　建物完成

新市民病院ができるまで

新
た
な
診
療
・
看
護
・

生
活
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

医
療
の
継
続
に
貢
献

新瀬戸内市民病院完成！

Ｐ２　瀬戸内市民病院について
Ｐ４　事業管理者インタビュー
Ｐ５　病院理念・将来像
Ｐ６　市民病院の新たな機能
Ｐ８　フロアガイド
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　瀬戸内市民病院における理念を「市民に安らぎと幸せを届ける病院
を目指します。」と定め、これを達成するため、次のとおり具体的な
基本方針を定めて運営しています。新病院においても、これらを運営
の綱領として位置づけていきます。

　瀬戸内市民病院は条例において、市民の
健康保持に必要な医療を提供することを存
在理由としています。ただし、経営の基本
として、「常に企業の経済性を発揮」する
ことも求められています。

市 民 に 安 ら ぎ と 幸 せ を 届 け る
病 院 を 目 指 し ま す 。
　 　 　 　 　 　 　 　  （ 病 院 理 念 ）

将 来 像

　一方、医療を取り巻く環境の変化は著しく、医療費の増大、少子高齢化、
医師の偏在などの課題に対応するため、2025 年に向けて地域包括ケアシ
ステムの構築が着々と進められています。
　市民病院も時代と地域の要請に応えながら、「市民の健康を応援し、治
す医療に加え、支える医療にも努める病院」を行動目標としていきます。

（院長　竹内龍三）
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＜基本方針＞
　１．地域で必要とされる医療を安全・安心に提供します。
　２．人を大切にし、患者さまの尊厳と権利を尊重します。
　３．医療・介護・保健・福祉施設等と連携し、市民とともに
　　　地域包括医療・ケアを進めます。
　４．常に自己研鑽に励み、医療の質向上に努めます。
　５．市民に必要とされる医療人を育成します。
　６．健全な経営基盤を確立します。
　７．楽しく働き甲斐のある職場をつくります。

①地域における初期救急の充実
②病態に沿い社会復帰や家庭復帰を目指すための機能の充実
③地域医療機関との連携強化、電子カルテの効率的かつ効果的活用、パス使
　用率の向上や褥

じょくそう

瘡発生率の低下、患者満足度の向上など、医療質の向上
④予防医学の観点から専門医の確保などによる健康管理センターの充実
⑤これらを支える職員配置の適正化と不断の人材育成
⑥適切なマネジメント機能による安定した経営基盤の確立

具体的には・・・

瀬戸内市病院事業管理者　三
み こ う ち

河内　弘Interview
市
民
病
院
の
役
割

　
市
民
病
院
は
、
瀬
戸
内
市
の

こ
の
地
域
の
特
長
に
あ
っ
た
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
と

い
う
中
で
、
病
院
医
療
と
い
う

立
場
で
果
た
す
べ
き
役
割
と
し

て
、
急
に
熱
が
出
た
と
き
や
体

調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
ど
う

し
て
も
救
急
で
病
院
に
か
か
ら

な
い
と
い
け
な
い
、
い
わ
ゆ
る

救
急
へ
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
治
療
後
に
在

宅
復
帰
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割

で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
市
民
病
院
で

は
と
て
も
治
療
が
で
き
な
い
よ

う
な
大
変
な
病
気
に
な
っ
た
人

が
、
市
外
に
あ
る
大
き
な
病
院

で
治
療
を
済
ま
せ
、
自
宅
に
帰

ら
れ
る
ま
で
の
中
間
的
な
時
期

を
、
市
民
病
院
で
十
分
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら

う
と
い
う
役
割
で
す
。

　
市
民
病
院
で
は
、
こ
れ
ら
三

つ
の
大
き
な
役
割
が
重
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
の
立
ち
位
置

　
岡
山
県
の
中
に
は
五
つ
の
医

療
圏
が
あ
り
、
瀬
戸
内
市
は
岡

山
市
と
同
じ
県
南
東
部
保
健
医

療
圏
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

県
南
東
部
保
健
医
療
圏
は
、

急
性
期
の
一
般
病
床
が
過
剰
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
瀬
戸
内
市
で
は
、

こ
の
病
院
が
た
だ
一
つ
の
救
急

告
示
病
院
で
あ
る
た
め
、
そ
の

役
目
を
十
分
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
南
東
部
保
健
医
療

圏
は
、
重
症
患
者
の
た
め
、
高

度
医
療
機
能
病
院
で
治
療
を
受

け
て
、
そ
の
後
回
復
期
を
過
ご

す
よ
う
な
病
床
は
、
不
足
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
病
院
の
病
床
１
１
０
床

の
う
ち
30
床
は
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
し

て
、
機
能
を
別
に
し
ま
す
。
そ

う
い
う
部
分
で
も
、
十
分
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
喜
ぶ
病
院
に

　
市
民
病
院
な
の
で
、
と
に
か

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
頼
り
に
さ

れ
、
誇
り
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
病
院
に
し
た
い
で
す
。

　
良
い
医
療
を
提
供
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
も
ら

い
、「
病
気
に
な
っ
た
ら
ま
た

来
よ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
経
営
的
に

も
安
定
し
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
い
、
あ
り
が
と
う

と
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
病
院

の
職
員
も
働
き
甲
斐
が
出
て
き

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
、
こ
こ
で
働
く
職
員
み
ん
な

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
病
院
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

頼
り
に
さ
れ
る
病
院
に

1970 年３月   岡山大学医学部卒業
2010 年４月   国立病院機構岡山医療センター病院長
2012 年４月   同センター定年退職（名誉院長就任）
2014 年４月   瀬戸内市病院事業管理者

－略歴－
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【回復期リハビリテーション病棟とは】
　脳血管疾患または大腿骨頸部骨折などの病気で、急性期を
脱しても、まだまだ麻痺などの障がいが残っている場合が少
なくありません。
　そのため、医学的・社会的・心理的なサポートが必要な患
者に対し、多くの専門職種のスタッフがチームを組んで集中
的なリハビリテーションを実施し、心身ともに回復した状態
で自宅や社会へ戻ってもらうことを目的として入院するの
が、回復期リハビリテーション病棟です。

【入院できる疾患と入院期間など】
　この病棟では、入院できる疾患と、発症または術後入院するまでの期間
および入院上限日数が決められています。
　脳梗塞や脳出血などは 150 日以内、高次脳機能障害（脳がダメージを
受け、記憶・思考・言語などの機能が低下した状態）や脳卒中の重症例は
180 日以内、大腿骨頸部骨折、廃用症候群は 90 日以内、股関節・膝関節
などの神経、筋や靭帯の損傷は 60 日以内の入院となっています。
　退院については、ソーシャルワーカーをはじめ、いろいろな職種のスタッ
フが患者に寄り添い、ご本人の希望を伺い、自宅に帰ってからの生活を第
一に考えながら、最良の退院方法を検討していきます。

多
職
種
連
携
で

家
庭
復
帰
・
社
会
復
帰
を
支
援

　
瀬
戸
内
市
で
初
め
て
の
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
病
棟
で
は
、医
師
、看
護・

介
護
ス
タ
ッ
フ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が

チ
ー
ム
を
作
り
、
共
同
で
患
者
さ

ん
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
と
一
緒

に
日
常
生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
向

上
や
家
庭
復
帰
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
各
担
当
ス

タ
ッ
フ
は
、
患
者
さ

ん
が
入
院
後
す
ぐ
に

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い

よ
う
、
起
き
る
、
食
べ

る
、
歩
く
、
ト
イ
レ
に

行
く
、
お
風
呂
に
入
る

な
ど
の
日
常
生
活
動
作

看護師長　伊丹　めぐみ
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
で
改
善

を
図
り
、
家
庭
復
帰
・
社
会
復
帰

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
良
い
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
、
今
か
ら
準
備

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
市
民
病
院
の
役

割
を
一
層
認
識
し
、
病
棟
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て

チ
ー
ム
医
療
に
取
り
組
む

【電子カルテシステムとは】
　電子カルテシステムは、今まで手書きで記載し
ていた診療録をパソコンを使用して記載し、電子
的にデータを保存・管理していくシステムです。

【より安全な医療の提供へ】
　電子カルテシステムを使用することにより、シ
ステムを通じて、医師・看護師・薬剤師など関係
医療スタッフが即座に同じ情報を共有できるた
め、一層患者の状態に即したケアや指導が行える
ようになります。
　また、必要な情報を素早く参照できるため、迅
速な対応も可能になります。さらに、注射・点滴、
検査、処置を行う際にはバーコードの利用による
確認・点検が可能となるため、より安全な医療の
提供にもつながるものと考えています。

電子カルテ
　　　システム

ＭＲＩ

寝たきり防止と家庭復帰を目的としたリハビリテーション
を集中的に行うための病床（30 床）を新設

　市民病院に導入したＭＲＩ装置は、シーメンス
社製アミラ１. ５Ｔ

テスラ

といいます。Ｔとは、磁場の強さ
を示し、この強さに比例してよりきれいな画像を作る
ことができます。
　また、今回導入したＭＲＩ装置は、撮像中の音が静かで
あるということと、撮像時間を短縮する機能が付いている
という二つの特長があります。
　ＭＲＩ検査を担当する診療放射線技師は、運用開始に向
け必要な研修会に参加し、いくつかの先行病院におけるエ
キスパートの指導の下で実習を重ねるなど、十分な研鑽と
準備を行ってきました。ＣＴ装置と併用することで、一層
の診断率向上が期待できます。

回復期リハビリテーション病棟

Interview

日常生活動作の訓練を行うことができる
ＡＤＬシミュレーター

患者の状態に即したケアや指導ができるようになります

【ＭＲＩとは】
　ＭＲＩは、Magnetic Resonance Imaging の頭
文字を取った造語で、日本語では磁気共鳴画像と
いう意味です。
　ＭＲＩはＣＴと違ってＸ線を使わないため、被
ばくの心配がありません。また一般的にＣＴ画像
に比べ、ＭＲＩの方が診断に適している部位があ
ります。例えば、頭部や関節・脊椎椎間板などの
軟部組織と呼ばれるところです（ただし、病変に
よってはＣＴ画像の方が適している場合もありま
す）。さらに、造影剤を使わず、血管を描出する
こともＭＲＩでは可能です。

【一層の診断率向上へ】

市民病院の新たな機能
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　理学療法、作業療法、言語聴覚療法を行って
います。回復期のリハビリテーションについて
は、365 日体制で行っています。

　多様なニーズにお応えし、特別な療養環境の提供
を希望できるよう、特別室を用意しています。

【特別個室２室（北２室）、個室 14 室（北 10 室、
東２室、西２室）、２床室８室（北４室、西４室）】

手術室 外来待合ホール

談話コーナー 健康管理センター

　手術室２室のうち、１室がバイオクリーン
ルーム（クラス 1000）です。手術中の感染
に配慮した環境となっています。

トータルサポートセンター

　トータルサポートセンターは、市民の皆さんができる
だけ住み慣れた地域で安心して暮らすことができる仕組
みづくりに取り組んでいます。そのために、医療・福祉・
保健に関する総合的な相談を受け、関係する部署をご案
内します。
　また、専門機関と連携した相談支援や、療養を支える
専門職の研修会を開催し、関係機関の連携を推進してい
ます。医療・介護にかかる地域資源の情報を収集し、ホー
ムページなどで情報発信しています。

　市民の皆さんへは、在宅療養などの講座を開催します。
今後、広報紙などでお知らせしますので、ぜひご参加く
ださい。

▽ 相談対応時間
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

▽ 相談対応職員　保健師・社会福祉士
　　トータルサポートセンター
☎０８６９ - ２２ - ３８００
問相

〒７０１ - ４２４６
瀬戸内市邑久町山田庄８４５ - １
☎０８６９ - ２２ - １２３４
FAX０８６９ - ２２ - ３２９６
HP　http://www.city.setouchi.lg.jp/

瀬戸内市民病院

　合計９室の各科診察室と中央処置室などに
囲まれるように配置し、機能的でより快適に
過ごせるよう配慮した空間としています。

２階 １階

瀬戸内市民病院

病院までの
案内図

フロアガイド


